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■人口18,414人（±０）
男性9,015人（ー６）
女性9,399人（+６）

■世帯6,539戸（+９）
※平成20.２.1現在

（ ）内は対前月比
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人
間
ド
ッ
ク
や
が
ん
検
診
等
は
、
表
２

の
と
お
り
区
分
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
の
方
法
で
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
「
が
ん
」
は
早
く
見
つ
け
る

こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。
で
き
る
だ
け

受
診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【表１】４月からの健診体制

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
に
着

目
し
た
健
診
「
特
定
健
診
」

に
変
わ
り
ま
す

こ
れ
ま
で
町
で
行
っ
た
従
来
の
基
本

健
診
が
な
く
な
り
、
新
し
く
特
定
健
診

が
始
ま
り
ま
す
。
特
定
健
診
と
は
健
康

保
険
法
等
の
改
正
に
よ
り
こ
の
４
月
か

ら
実
施
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
、
内
臓
脂

肪
型
肥
満
に
着
目
し
た
健
康
診
査
で
す
。

４
月
か
ら
の
健
診
の
体
制
は
、年
齢
、

加
入
保
険
別
に
下
の
表
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

40
歳
か
ら
74
歳
の
方
は
、
必
ず
特
定
健

診
を
受
け
て
下
さ
い
。
ま
た
、
65
歳
以
上

の
方
全
員
に
は
、
介
護
予
防
の
た
め
の

生
活
機
能
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
問
診
と
、

結
核
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
必
ず
受
け
て

い
た
だ
き
ま
す
。

「
医
療
制
度
改
革
」
に
伴
い
、
町
の
健
診
が
変
わ
る
こ
と
は

こ
れ
ま
で
に
も
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
２
月
７
日

か
ら
15
日
に
か
け
て
各
地
区
に
お
い
て
、
説
明
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
も
う
一
度
、
そ
の
内
容
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

が
ん
は
早
期
発
見
が
大
事
！

早
め
に
受
診
を

【表２】各種がん検診など

今
回
、
健
診
制
度
が
変
わ
る
こ
と

で
特
に
ご
注
意
い
た
だ
く
こ
と
を
改

め
て
掲
載
し
ま
す
。

■
40
歳
か
ら
74
歳
の
方
は
必
ず
特
定
健

診
を
受
診
し
て
下
さ
い
。

■
65
歳
以
上
の
方
に
は
、
必
ず
生
活

機
能
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
た
だ
し
要
介
護
認
定
者
を
除
き

ま
す
。

■
「
が
ん
」
は
早
期
発
見
が
大
切
で

す
！
が
ん
検
診
を
進
ん
で
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

■
75
歳
以
上
の
方
に
は
、
町
の
会
場

で
後
期
高
齢
者
健
診
（
特
定
健
診
相

当
）
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
社
会
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
の
う

ち
40
〜
74
歳
の
方
は
、ど
こ
で
特
定
健

診
が
受
け
ら
れ
る
の
か
事
前
に
確
認

し
て
下
さ
い
。

※
町
の
会
場
で
受
診
す
る
に
は
、
加

入
し
て
い
る
健
康
保
険
組
合
等
が
必

要
と
す
る
手
続
き
を
済
ま
し
て
い
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
医
療
費
が
た
く
さ
ん
か
か
る
と
、

皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
保
険

料
も
高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
健
康
で
幸
せ
に
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
町
も
お
手
伝
い

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、

新
し
い
健
診
制
度

こ
こ
を
要
チ
ェ
ッ
ク
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平
成
20
年
度
に
町
の
行
う
住
民
健
診
等

の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
川
地
区
の
方
に
は
、
健
診
申
込
書
、

該
当
者
に
は
生
活
機
能
評
価
質
問
票
が
既

に
届
い
て
い
る
は
ず
で
す
。
ま
だ
提
出
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
必
要
事
項
を
記
入
し

て
３
月
６
日（
木
）ま
で
に
必
ず
提
出
し
て

下
さ
い
。
提
出
方
法
は
、
持
参
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
で
も
結
構
で
す
。

※
三
珠
地
区
、
六
郷
地
区
の
方
の
健
診
申

込
書
等
は
５
月
頃
に
お
送
り
し
ま
す
。
お

手
元
に
届
い
た
ら
町
の
指
定
す
る
日
ま
で

に
提
出
し
て
下
さ
い
。

20歳～39歳

加入している健康保険は？

年齢は？

20
〜
29
歳

30
〜
34
歳

35
〜
39
歳

-%%
(

*
+ *

あなたは被保険者
本人？被扶養者？

本
人
20
〜
29
歳

本
人
30
〜
39
歳

被
扶
養
者
20
〜
29
歳

被
扶
養
者
30
〜
39
歳

.(
.

40歳～74歳

40
〜
64
歳

65
〜
74
歳

本
人
40
〜
64
歳

本
人
65
〜
74
歳

被
扶
養
者
40
〜
64
歳

被
扶
養
者
65
〜
74
歳

#
'
)

$
'
(
)

"
$
'
(

"
#
'

75歳以上

"
&
'

加入している健康保険は？

国保国保以外

年齢は？
あなたは被保険者
本人？被扶養者？

国保国保以外
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あなたが受ける
健診の種類は
この番号です

さらに女性はこ
の番号の健診を
受診可能です

あ
な
た
が
４
月
１
日
以
降
の
誕
生

日
を
迎
え
た
時
の
年
齢
に
当
て
は
ま

る
枠
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
質
問
に
答

え
て
行
っ
て
下
さ
い
。
あ
な
た
の
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
健
診
、
町
の

会
場
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
健
診

の
種
類
が
わ
か
り
ま
す
。

┲

┲

義
務

!
必
ず
特
定
健
診
を
受
診

"
必
ず
生
活
機
能
評
価
質
問

票
に
回
答

※
ま
た
65
歳
以
上
の
方
は
結

核
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
）

も
必
ず
受
診
（
個
人
負
担
無
）

#
職
場
健
診
の
受
診

$
特
定
健
診
は
、
扶
養
者
の

職
場
に
問
い
合
わ
せ

努
力

%
な
る
べ
く
若
年
健
診
（
特

定
健
診
に
相
当
）
の
受
診

&
な
る
べ
く
後
期
高
齢
者
健

診（
特
定
健
診
に
相
当
）受
診

'
★
が
ん
検
診
（
胃
・
大
腸
・
肝

エ
コ
ー
・
肺
）が
受
診
可
能

年
齢

(
★
35
・
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
歳

に
限
り
人
間
ド
ッ
ク
が
選
択

可
能

)
★
40
歳
に
限
り
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査
が
受
診
可
能

女
性

*
★
子
宮
が
ん
検
診
受
診
可
能

+
★
乳
が
ん
検
診
受
診
可
能

,
★
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳

に
限
り
骨
粗
し
ょ
う
症
検

査
が
受
診
可
能

そ
の
他

-
希
望
に
よ
り
若
年
健
診

（
特
定
健
診
に
相
当
）の
受
診

.
健
診
等
は
扶
養
者
の
職
場

に
問
い
合
わ
せ

┦
上
の
表
で
当
て
は
ま
る

番
号
欄
を
よ
ー
く
ご
覧
下

さ
い
。
★
印
は
自
己
負
担

の
あ
る
受
診
科
目
で
す
。

あ
な
た
が
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
健

診
、
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
健
診
は
？

※在住地区での受診をお勧めします。
※事前申込が必要です。
※健診日には『保険証』と『受診券』をお持ち下さい。

■平成20年度住民健康診断日程
若年健診、特定健診、後期高齢者健診、生活機能評価、がん検診、
結核検診とも同一会場で受けられます

受付時間はいずれも午前８時～11時

受付時間はいずれも午前８時～11時

健
診
会
場
に
足
を
運
び
、
自
分
の
健

康
状
態
を
良
く
知
り
、
自
ら
健
康
管

理
に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

各
種
健
診
の
受
診
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

■
特
定
健
診
に
つ
い
て
┰
町
民
課

┒
０
５
５（
２
７
２
）１
１
０
５

■
が
ん
検
診
等
に
つ
い
て
┰
い
き
い

き
健
康
課
┒
０
５
５
６（
32
）２
１
１
４

■
生
活
機
能
評
価
に
つ
い
て
┰
福
祉

支
援
課
┰
┒
０
５
５
（
２
７
２
）
１
１

０
６
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３
月
17
日
┰
運
行
時
刻
変
更

４
月
１
日
┰
三
珠
線
運
行
日
変
更

大
同
線
終
了

六
郷
線
有
料
化
（
予
定
）

町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
は
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
で
き
な
い
地

域
で
、
車
な
ど
に
よ
る
移
動
が
困
難
な
方
の
た
め
の
買
い
物
や
通
院
等
の
お
手

伝
い
、
ま
た
Ｊ
Ｒ
身
延
線
の
活
性
化
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
３
月
17
日
よ
り
身
延
線
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
る
運
行
時
刻
の
変
更
、
ま

た
試
行
運
行
に
よ
る
乗
降
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
４
月
１
日
よ
り
三
珠
線
の

運
行
日
を
変
更
、
大
同
線
を
終
了
、
六
郷
線
の
本
運
行
に
と
も
な
う
有
料
化
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

３月17日からの時刻表
（下線がついてる個所が変更した時刻です）
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４月１日からの変更点

三珠線
運行日を変更します。

山保線
当面は変更しません

大同線
試行運行の終了
昨年５月より鰍沢口駅を中心に、釜田地区、八

之尻地区を循環するバスを試験的に運行してき

ました。また乗降調査をもとに運行形態を変更

するなどして効率性を高めてきましたが、利用

者数が少ない状況であるため試行運行を終了さ

せていただきます。

今後、調査結果をもとに公共交通のあり方を

研究をするとともに、地域の状況を把握しなが

ら新たな交通移動手段を考えていきます。

六郷線
有料化を予定（100円）
４月１日より試行運行から本運行に移行する

にともない、全区間100円で有料化の予定です。

※ただし高校生以下と75歳以上の方は無料でご

利用できます。

コミュニティバスについてのお問い
合わせは

●町企画課企画政策係┒055-272-1103

●町役場三珠支所庶務係┒055-240-4153

●町役場六郷支所庶務係┒0556-32-2111

●町役場大同出張所┒055-272-1504

●三珠線・山保線　運行委託業者
⑰三交タクシー┒055-272-3535

●六郷線　運行委託業者
山交タウンコーチ⑭┒0556-22-4272

■市川三郷町営バス
下芦川農協跡地┩芦川駅入口
料金は距離により変動
【問い合わせ】町財政課┒055-272-6091

■コミュニティバス六郷循環線
一律200円で六郷地区内を循環
【問い合わせ】町企画課┒055-272-1103

■みたまの湯温泉バス
みたまの湯┩役場三珠庁舎
無料運行
【予約】みたまの湯┒055-272-2641
【問い合わせ】町産業振興課┒055-240-
4157

そのほか、町内で運行されている路線バス

詳細は３月14日付の各戸配布のチラシでお知
らせします。

ＪＲ東海では、３月15日ダイヤ改正を行い

ます。

「特急ふじかわ」号も静岡駅ではすべての列

車が大阪方面「ひかり」と接続しスムーズにお

乗り換えできます。また「身延・甲府方面への

最終「ふじかわ13号」の静岡駅発車時刻を30

分繰り下げます。これにより大阪・名古屋・静

岡での滞在時間が拡がり、帰りがますます便利

になります。

なお普通列車も時刻が改善されます。

また身延線は３月30日に全線開通80周年を

迎えます。これを記念して「身延線全線開通

80周年キャンペーン」を開催しています。

期間限定記念割引きっぷの設定や、記念臨時

特急列車、さわやかウォーキングの開催など新

たなイベントを展開しますので、ぜひ身延線の

旅をお楽しみ下さい。

※詳しくはＪＲ東海テレフォンセンター┒050-

3772-3910まで

ＪＲ身延線からのお知らせ



●地主
●譲受人（借受人）

●本人

●転用事業者

●地主

申請が必要な人
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輝く笑顔 いちかわみさと

農
地
等
の
持
ち
主
を
変
え
る

行
為
や
、
農
地
を
農
地
以
外

の
用
途
に
転
用
す
る
に
は
許

可
が
必
要
で
す

申
請
に
必
要
な
書
類

（
詳
し
く
は
農
業
委
員
会
に
確
認
願
い
ま
す
）

農
地
は
、
人
が
生
き
て
い
く
の
に
は
欠

か
せ
な
い
食
料
の
、
大
切
な
生
産
現
場
で

す
。
特
に
、
田
畑
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

土
地
が
少
な
く
、
人
口
が
多
い
日
本
で
は
、

人
口
に
対
し
て
国
内
で
生
産
で
き
る
農
産

物
の
量
も
少
な
く
、
良
い
農
地
は
大
切
に

守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
農
地
の
転
用
に
は
農
地
法

で
一
定
の
規
制
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
農
地
が
転
用
許
可
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
土
地
登
記
簿
上
で
の
地
目
が

農
地
で
あ
れ
ば
、
耕
作
が
さ
れ
て
い
な
く

て
も
農
地
と
し
て
活
用
で
き
る
状
態
で
あ

る
限
り
農
地
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

地
目
が
農
地
で
な
く
て
も
、
耕
作
に
使
用

さ
れ
て
い
る
土
地
も
、
農
地
と
見
な
さ
れ

ま
す
。

無
許
可
で
転
用
で
き
な
い
訳

制
限
を
受
け
る
範
囲

農
地
を
一
時
的
に
違
う
目
的
で
使
用
す

る
場
合
、
例
え
ば
資
材
置
き
場
や
、
砂
利

採
取
場
な
ど
と
し
て
利
用
す
る
場
合
も
転

用
に
な
り
、
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

許
可
を
受
け
ず
に
転
用
を
行
う
と
、
農

地
法
違
反
と
な
り
、
都
道
府
県
知
事
が
工

事
の
中
止
、
現
状
回
復
な
ど
を
命
ず
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、

厳
し
い
処
罰
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

一
時
的
な
農
地
転
用
で
も

申
請
の
種
類

農
地
の
所
有
権
を
変
え
る
な
ど
権
利
の

移
動
を
行
う
場
合
、
農
地
を
転
用
す
る
場

合
の
申
請
に
は
、
そ
の
目
的
に
よ
り
申
請

の
種
類
、
申
請
者
が
異
な
り
ま
す
。

●農地を売買・交換・
貸借をする場合

●農地を転用する場合
（転用後も所有）

●転用目的で農地等の
権利を取得する場合

●転用事業者に農地な
どの権利を移転した
り、設定する場合

３条許可申請

４条許可申請

５条許可申請

５条許可申請

転用、移転のケース 申請の種類

昨
年
か
ら
引
き
続

き
、
家
庭
内
暴
力
、
殺

人
、
心
中
な
ど
痛
ま
し

い
事
件
が
連
日
の
よ
う

に
報
道
さ
れ
、
「
ま
た

か
」
と
慣
れ
て
し
ま
っ

た
こ
と
に
余
計
恐
ろ
し

さ
を
感
じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
件
は

昨
年
１
年
間
で
１
万
８

千
２
３
６
件
、
平
均
す

る
と
１
日
50
件
も
起
き

て
お
り
、
62
人
の
子
ど

も
や
女
性
の
生
命
が
奪

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
昨
年
か
ら
今
年

に
か
け
て
増
加
傾
向
に
あ
る
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
山
梨
県
で
も
子
ど
も
の

虐
待
相
談
が
６
０
０
件
以
上
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携

帯
電
話
を
使
っ
て
の
言
葉
の
暴
力
な
ど

も
横
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
犯
罪
で

あ
る
こ
と
を
、
家
族
や
地
域
の
中
で
一

人
ひ
と
り
が
自
覚
を
持
っ
て
生
活
す
る

地域ぐるみで暴力撲滅を
市川三郷町男女共同参画推進委員会

（労働・環境部会）

第
３
条
許
可
申
請
▼
農
地
法
第
３
条
許

可
申
請
書（
要
実
印
）
▼
申
請
土
地
の
登

記
簿
謄
本
▼
申
請
者
と
相
手
方
の
印
鑑
証

明
書
▼
位
置
や
付
近
の
状
況
を
現
す
図
面

（
案
内
図
、
地
形
図
等
）
▼
申
請
土
地
を
含

む
付
近
の
公
図
の
写
し
（
法
務
局
で
発
行
）

▼
営
農
計
画
書
等
（
申
請
地
及
び
す
べ
て

の
農
地
の
耕
作
状
況
等
を
記
入
）
▼
耕
作

証
明
書
（
町
外
に
農
地
が
あ
る
場
合
は
当

【申請の種類】
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こ
と
が
大
切
で
す
。

暴
力
を
受
け
た
側
は
、
内
容
に
よ
っ

て
他
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
を
極
力
お
そ

れ
た
り
し
ま
す
が
、
暴
力
を
ふ
る
う
側

が
絶
対
悪
い
こ
と
、
犯
罪
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大

き
な
事
件
と
な
り
明
ら
か
に
な
っ
て
か

ら
で
は
、
救
え
る
命
も
失
う
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
周
り
に
、
た
び
た
び
怪
我

を
し
て
い
る
お
子
さ
ん
、
女
性
、
男
性

は
い
ま
せ
ん
か
？
そ
の
人
は
身
近
な
と

こ
ろ
で
暴
力
を
受
け
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
今
で
は
町
や
県
で
も
、
秘

密
厳
守
で
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
機
関

や
、
一
時
的
に
保
護
し
て
く
れ
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
を
め
ざ
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
気
を

つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
暴
力
に
関
す
る
相
談
窓
口

・
山
梨
県
女
性
相
談
所
┒
０
５
５
（
２

５
４
）８
６
３
５

・
山
梨
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ぴ

ゅ
あ
総
合
┒
０
５
５（
２
３
７
）７
８
３
０

・
甲
府
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
┒

０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

・
町
い
き
い
き
健
康
課
子
育
て
支
援

係
┒
０
５
５
６（
32
）２
１
１
４

該
地
区
農
業
委
員
会
の
証
明
書
）
▼
そ
の

他（
賃
貸
借
等
に
よ
る
権
利
を
設
定
す
る
場

合
は
そ
の
契
約
書
・
所
有
権
以
外
に
権
利

を
有
す
る
場
合
は
そ
の
同
意
書
）

条
の
場
合
は
申
請
者
と
相
手
方
の
印
鑑
証

明
書
▼
位
置
や
付
近
の
状
況
を
現
す
図
面

（
案
内
図
、
地
形
図
等
）
▼
申
請
土
地
を
含

む
付
近
の
公
図
の
写
し
（
法
務
局
で
発
行
）

▼
事
業
計
画
書
（
土
地
利
用
計
画
図
面
、

資
力
証
明
書
な
ど
）
▼
隣
接
耕
作
者
の
同

意
書
▼
農
振
農
用
地
区
域
外
証
明
書
▼
そ

の
他
（
抵
当
権
等
の
設
定
さ
れ
て
い
る
場

合
は
抵
当
権
者
の
同
意
書
・
上
野
、
大
塚

地
区
で
畑
地
か
ん
が
い
受
益
地
の
場
合
、

農
地
転
用
等
の
通
知
書
）

※
申
請
農
地
を
含
め
、
三
珠
地
区
で
は
40
ａ
以
上
、

市
川
大
門
・
六
郷
地
区
で
は
20
ａ
以
上
を
所
有
、
ま

た
は
許
可
耕
作
し
て
い
な
い
と
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

第
４
条
・
第
５
条
許
可
申
請
▼
農
地
法

第
４
条
又
は
第
５
条
許
可
申
請
書
（
要
実

印
）
▼
申
請
土
地
の
登
記
簿
謄
本
▼
第
４

条
の
場
合
は
申
請
者
の
印
鑑
証
明
・
第
５

※
申
請
書
の
受
付
期
間
は
毎
月
７
日
〜
13

日
で
す
（
13
日
が
土
日
・
祝
祭
日
の
場
合

は
そ
の
前
日
）

※
そ
の
他
、
競
売
に
よ
る
申
請
や
法
人
が

申
請
す
る
場
合
、
小
作
人
が
い
る
場
合
等

は
前
述
し
た
必
要
書
類
の
他
に
、
添
付
書

類
が
あ
り
ま
す
の
で
農
業
委
員
会
へ
ご
相

談
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
町
農
業
委
員
会
事
務
局

┒
０
５
５
（
２
４
０
）
４
１
５
７

ク
し
て
い
ま
す
」
と
い

う
言
葉
ど
お
り
、
そ
の

日
も
す
で
に
明
日
の
天

候
を
気
に
し
て
い
る
様

子
で
し
た
。

青
木
さ
ん
が
金
融
機

関
で
の
勤
め
を
や
め
、

農
業
を
す
る
た
め
奥
さ

ん
と
２
人
で
三
珠
地
区

に
転
居
し
て
来
た
の
は

平
成
15
年
10
月
。
出
身
は

千
葉
県
柏
市
、
就
職
も

神
奈
川
県
川
崎
市
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
農
業
は

も
ち
ろ
ん
、
山
梨
県
に

も
ま
っ
た
く
無
縁
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
「
農
家
に

興
味
を
持
っ
た
の
は
農

業
に
関
す
る
雑
誌
を
読

ん
だ
り
、
テ
レ
ビ
で
タ

レ
ン
ト
が
農
作
物
を
育

て
て
い
る
番
組
を
見
て

か
ら
。
そ
の
後
セ
ミ
ナ

ー
や
説
明
会
に
出
て
、

そ
こ
で
郡
農
協
が
農
業

へ
の
転
職
あ
っ
せ
ん
を

し
て
い
た
の
が
、
こ
の

土
地
に
来
て
農
業
を
始

め
た
直
接
の
き
っ
か
け

で
す
。」

そ
ん
な
青
木
さ
ん
も

最
初
か
ら
上
手
く
い
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、
最

初
は
農
協
や
普
及
セ
ン

タ
ー
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
だ
い
ぶ
苦
労
し

た
そ
う
で
す
。
収
穫
も

本
来
で
き
る
量
の
半
分

く
ら
い
だ
っ
た
と
か
。

「
農
業
は
全
部
の
作
業

が
自
己
責
任
。
人
の
口

に
入
る
物
を
作
る
の
だ

か
ら
、
い
い
加
減
な
物

を
作
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
農
業
の
魅
力
、

や
り
が
い
は
、
そ
ん
な

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
」

と
力
強
く
語
り
ま
す
。

「
高
齢
化
も
あ
り
農
業

人
口
は
ま
す
ま
す
少
な

く
な
る
と
思
い
ま
す
。

将
来
は
個
人
よ
り
も
地

域
で
農
業
を
育
て
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
時
に
指
導
者
と
し

て
力
を
発
揮
で
き
る
よ

う
、
今
は
技
術
を
習
得

中
で
す
」

今
日
も
青
木
さ
ん
は
、

天
候
を
気
に
し
な
が
ら

消
費
者
に
美
味
し
く
安

全
な
野
菜
を
届
け
る
た

め
、
農
作
業
に
励
ん
で

い
ま
す
。

農
業
に
夢
を
託
し
て
移
住

「
明
日
は
風
が
強
い
か

ら
、
派
手
な
作
業
は
で

き
な
い
よ
」
取
材
の
申

し
込
み
を
し
た
時
に
、

電
話
口
で
そ
ん
な
話
を

し
た
の
は
三
珠
地
区
で

農
業
を
営
む
青
木
静
一

さ
ん
。
「
農
業
で
一
番
苦

労
す
る
の
は
天
候
。
天

気
予
報
は
常
に
チ
ェ
ッ

夫婦で専業農家になるため転
職し三珠地区に移住して５年

青木静一さん（37）



乳
幼
児
医
療
費
・
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
･
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
が
窓
口
無
料
化
に
！

今
ま
で
は
窓
口
で
い
っ
た
ん
医
療
費
を
支
払
い
、
申
請
に
よ
っ
て
助
成

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
４
月
か
ら
窓
口
で
の
無
料

化
が
始
ま
り
ま
す
。
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今
ま
で
は

医
療
機
関
の
窓
口
で
い
っ
た
ん
医
療
費

を
支
払
い
、
翌
月
以
降
、
領
収
書
と
一
緒

に
町
へ
申
請
を
し
、
払
い
戻
し
を
受
け
る

形
式
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は

山
梨
県
内
の
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
た

時
は
（
注
１
）

受
給
者
証
と
健
康
保
険
証
を
提

示
す
る
と
保
険
診
療
分
の
医
療
費
を
窓
口

で
支
払
う
必
要
が
な
く
な
り
、
そ
の
時
の
医

療
費
は
町
か
ら
医
療
機
関
へ
直
接
支
払
わ

れ
ま
す
。

（
注
１
）

た
だ
し
公
費
負
担
医
療
（
自
立
支
援

医
療
、
特
定
疾
病
、
養
育
医
療
）
や
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
な
ど
で
受
診
さ
れ
て

い
る
方
は
、
そ
の
公
費
受
給
者
証
や
医
療

券
な
ど
を
あ
わ
せ
て
医
療
機
関
へ
提
出
し

て
下
さ
い
。

ご
注
意
下
さ
い

次
の
よ
う
な
場
合
は
従
来
ど
お
り
窓
口

で
お
支
払
い
頂
き
、
翌
月
以
降
、
町
へ
の

申
請
に
よ
り
、
口
座
振
込
で
払
い
戻
し
を

行
い
ま
す
。

■
県
外
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
と
き

■
受
給
者
証
を
医
療
機
関
で
提
示
し
な
い

と
き
（
受
給
者
証
の
申
請
・
交
換
を
し
て

い
な
い
方
は
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

■
療
養
費
払
い
の
も
の
（
整
骨
、
接
骨
、

鍼
灸
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
補
装
具
な
ど
）

※
ま
た
、
保
険
給
付
対
象
外
の
部
分
（
検

診
・
予
防
接
種
・
薬
の
容
器
代
・
差
額
ベ

ッ
ド
代
・
入
院
時
食
事
療
養
費
等
）
に
つ

い
て
は
無
料
化
の
対
象
外
で
す
。
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
窓
口
で
お
支
払
い
下
さ
い
。

次
の
日
程
で
乳
児
医
療
費
・
ひ
と
り
親

家
庭
医
療
費
の
受
給
者
証
の
申
請
、
交
換

を
行
い
ま
す
。
受
給
者
証
の
申
請
、
交
換

を
さ
れ
な
い
方
は
医
療
費
の
助
成
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
必
ず
申
請
、
ま
た
は
交
換

を
し
て
下
さ
い
。

乳
幼
児
医
療
費
・
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
者
証
の
交
付
・
新
し
い
受

給
者
証
の
交
換
を
行
い
ま
す
。
受
給
者
証
の
申
請
や
交
換
を
さ
れ
な
い
方

は
、
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
！

【問い合わせ先】
乳幼児医療費・ひとり親家庭医療費について
┭いきいき健康課子育て支援係┒0556-32-2114
重度心身障害者医療費について
┭福祉支援課福祉係┒055-272-1106

乳児医療費・ひとり親家庭医療費
受給者証の申請、交換日程表

※３月下旬に個人宛通知をします。通知に明記してあ
る必要書類を持参のうえ、お越し下さい。

４月から

現
在
、
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
方
に

は
、
窓
口
無
料
化
に
関
し
て
の
詳
し
い
お

知
ら
せ
や
、
受
給
資
格
者
証
の
交
換
方
法

を
記
載
し
た
通
知
を
、
３
月
中
に
送
付
す

る
予
定
で
す
。
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『暮らしの絵手紙』展
作者・菜の花会（市川三郷町）
【期間】３月４日③～３月28日⑥
「ヘタでいい、ヘタがいい」のことばに
助けられ、身の回りの品々を題材に絵手紙
を制作しました。生活の中に活かし、生活
に潤いをあたえてくれる作品約70点を紹
介します。

展示コーナー（本館）

新 刊 図 書

『落語ハンドブック』
（山本進編・三省堂）

落語えほんのシリーズの一冊。
そば屋の代金をうまい具合にごまかした客をみた男

は、同じように真似てみたが…。人まねで失敗する古典
落語の名作が絵本化。迫力ある絵が落語の笑いの醍醐味
を倍増しています。

『ときそば』
（川端　誠・クレヨンハウス）

噺家がたった一人で高座に座り、扇一本手ぬぐい一筋
のほか、何の助けも借りず、舌先一つで演ずる落語。
日本の伝統芸として約400年の歴史をもつ落語の魅力

とは…。落語の基本から、落語の楽しみ方、名作の鑑賞
までわかりやすく解説している。最新情報満載の改訂版。

■一般向け

■児童向け

何となくタイトルにひかれて手に取った本。ホスピタリティと
は鎌田さん流に言えば、「こころのこもったおもてなし」と訳せば
よい、「人を大切にするこころという意味」でもよいのだそうです。
この本は日常生活や職場で、ホスピタリティをもって人と接す

ることの大切さを、たくさんの例で紹介しています。生きる上で
何が大切なのかを教えてくれた一冊です。（40代女性　市川地区）

『超ホスピタリティ　～おもてなしのこころがあなたの人生を変える～』
（鎌田　實・PHP研究所）

お気に入りの雑誌や実用書、お譲りします。
～雑誌・本のリサイクル市～

本館では保存期間の過ぎた雑誌・実用書を希望される方
にお譲りします。お気に入りの一冊がありましたら、ご自
由にお持ち下さい。
【期間】３月15日⑦～３月23日①

（17日、20日の休館日を除く）
【時間】午前９時～午後５時
【場所】市川大門町民会館２階ロビー■本　　館［毎月第４木曜日］

３月27日（木）午前11時～11時30分
■三珠分館
毎週火曜日　午後4時30分～5時
■六郷分館［毎月第３火曜日］
３月18日（火）午後３時～３時30分

今月のおはなし会

【本館】┒055-272-8888 午前９時～午後５時（毎週木曜日は午後７時まで）
【三珠分館】┒055-272-1204 午前９時～午後５時
【六郷分館】┒0556-32-2002［平日］正午～午後７時［土・日］午前９時～午後５時
■休館日：全館とも毎週月曜日・祝日・年末年始　※本館のみ月の最後の平日

新入学・新入園の本を展示します。
お役立て下さい。

図書展示（本館）

２月９日、本館では百人一
首に親しんでもらおうと、講
師に日本かるた協会山梨支部
の松野重郎先生を迎え「百人一
首で遊ぼう」を開催しました。
参加者たちは講師の指導の

もと、百人一首の歴史やルー
ルを基礎から学びました。
親子で参加した座光寺凱仁

くんは「最初は難しかったけ
ど、実際にゲームが始まると
面白かったです」と日本文化
にはまった様子でした。

▲

わ
た
し
の
一
冊

■スプリングジャズコンサート
【日時】３月28日⑥午後７時30分～
【場所】六郷分館（文京交流センター）
春の夜、すてきな音楽をじっくり
味わってみませんか

■
春
の
お
は
な
し
会

【
日
時
】
３
月
22
日
⑦
午
後
１
時
30
分
〜

【
場
所
】
市
川
大
門
町
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室

【
内
容
】
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
　
他
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生生

氏
　
名

届
出
人

地
　
域

元
気
に
育
っ
て
ね

結結
婚婚
す
ば
ら
し
い
ご
家
庭
を

両

人

の

氏

名

※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

お
く
や
み

お
め
で
た

１月
届出分
（敬称略）

地域の話題や情報をおよせ下さい！
総務課広聴広報係☎055-272-1102
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２
月
17
日
、
第
58
回
富
士
川
駅

伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
も
と
も
と
西
八
代
郡
縦
断
駅

伝
競
走
大
会
と
し
て
古
い
歴
史
と

伝
統
が
あ
り
、
県
内
屈
指
の
駅
伝

大
会
で
す
。

あ
い
に
く
の
大
雪
で
１
週
間
延

期
さ
れ
当
初
の
出
場
予
定
チ
ー
ム

数
か
ら
は
減
っ
た
も
の
の
、
全
23

チ
ー
ム
が
参
加
。
本
町
、
甲
府
市
、

身
延
町
を
縦
断
す
る
全
47
・
６
┅

で
白
熱
し
た
レ
ー
ス
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

各
部
門
、
優
勝
は
次
の
と
お
り

□
一
般
の
部

滝
沢
川
ク
ラ
ブ

□
壮
年
の
部

甲
斐
市
駅
伝
ク
ラ
ブ

健脚競った47.6㎞
第58回富士川駅伝競走大会

２
月
16
日
、
歌
舞
伎
文
化
公
園

ふ
る
さ
と
会
館
に
お
い
て
『
オ
ペ

ラ
の
名
曲
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
』が
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ピ
ア
ノ
・
奥
谷
恭
代
さ
ん
、
ソ

プ
ラ
ノ
・
曽
根
順
子
さ
ん
、
テ
ノ

ー
ル
・
望
月
光
貴
さ
ん
、
バ
リ
ト

ン
・
折
江
忠
道
さ
ん
、
４
名
に
よ

る
オ
ペ
ラ
の
コ
ン
サ
ー
ト
＋
レ
ク

チ
ャ
ー
。

折
江
さ
ん
が
案
内
人
を
務
め
、

オ
ペ
ラ
に
つ
い
て
冗
談
を
交
え
な

が
ら
解
り
や
す
く
説
明
。
ま
た

「
初
心
者
で
も
分
か
り
や
す
く
涙

を
誘
う
の
で
一
度
観
て
ほ
し
い
」

と
『
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
』『
蝶
々
婦
人
』

『
椿
姫
』
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

楽しく解りやすいオペラを
オペラの名曲によるレクチャーコンサート

今
月
の
表
紙
を
飾
っ
た
「
一
之
酉
祭
典
」

と
同
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
三
珠
文
殊
県
下

書
道
展
。
旧
三
珠
町
時
代
か
ら
引
き
継
が
れ

て
今
年
で
61
回
目
。
今
回
も
上
野
小
学
校
体

育
館
に
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
県
内
か
ら
１
３
０
９
点
の
出

品
が
あ
り
、
み
ご
と
最
高
賞
の
文
殊
大
賞
に

輝
い
た
の
は
三
珠
中
３
年
の
村
松
寛
弥
く
ん

で
し
た
。

小
一
か
ら
書
道
を
始
め
、
今
で
も
週
に
一

回
は
習
っ
て
い
る
と
い
う
村
松
く
ん
は
「
自

信
は
な
か
っ
た
け
ど
入
賞
で
き
て
嬉
し
い
で

す
。
力
強
く
書
く
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
」

と
受
賞
の
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

文
殊
大
賞
に
村
松
寛
弥
くん

第
61
回
三
珠
文
殊
県
下
書
道
展

▲山梨県で最も古い伝統がある大会。号砲一発、一斉にスタート！

▲照れながらも大賞受賞の喜びを語ってくれた村松寛弥くん

▲オペラの名曲、全11曲を披露。会場からは「ブラボー！」の声が



善意ありがとうございます

■県立市川高等学校生徒会より、絵本などを買って下さ
いと、市川保育所に学園祭の収益金の一部で図書券１万
円分の寄付を頂きました。

初老記念として、卒業生より各母校に備品等の寄贈が
ありました。まとめて紹介いたします。
■昭和53年度上野小学校卒業生（代表・小田切和憲）よ
り電子ピアノ
■昭和53年度大塚小学校卒業生有志一同より、ワイヤレ
スアンプ、ワイヤレスミキサー
■第35期初老記念行事実行委員会（代表・塚原理宏）よ
り、市川小学校にスピーカーシステム一式、市川中学校
に体育館用フロアシート
■昭和53年度市川南小学校卒業生（代表・丸山高仁）よ
り、体育館用冷水器の設置

死
亡

氏
　
名

届
出
人

地
　
域

＝
お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

11

ɲ

町ではまちづくり交付金を

活用し、西河原ポケットパーク（岩間）、防

犯灯設置工事(岩間・落居地区)を行いました。

ポケットパークは子どもから大人まで、楽

しく遊べる公園です。ぜひご利用下さい。

防犯灯は岩間、落居地区の通学路を中心に

48基設置しました。

（写真）完成した西河原ポケットパーク
場所・町営岩間団地東側　　面積・1,027┃ 　
設備・カラー舗装3ON3バスケットコート、子ども用バスケット
ゴール、スーパーバウンダー
※写真右下に見えるのがスーパーバウンダー

西
河
原
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
新
設
・

防
犯
灯
設
置
工
事
完
了

お詫びと訂正
１月号で掲載した第32回市川三郷町六郷地区一周

駅伝競走大会の地区対抗優勝チームの記載に誤りが
ありました。正しくは地区対抗の部優勝「宮原地区」
です。
お詫びして訂正します。

地区対抗優勝「宮原地区」３区の有野大裕さん┥

本町の代表監査委員である中澤尚氏が、
昨年１月23日に開かれた、「全国町村
監査委員会協議会」の総会おいて、
同会の会長に就任されました。
中澤監査委員は、「身の引き締ま

る思いであり、今後も監査委員に課
せられた義務と責任を遂行していきた
い」と話していました。 中 澤 尚　氏

伝
統
産
業
の
息
づ
く
町
ら
し
く
、

各
小
学
校
で
は
工
夫
を
凝
ら
し
た

卒
業
制
作
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

六
郷
小
で
は
六
郷
印
章
業
連
合

組
合
か
ら
講
師
を
招
き
、
卒
業
制

作
の
書
に
捺
印
す
る
各
自
の
名
前

の
は
ん
こ
を
制
作
し
ま
し
た
。

ま
た
市
川
小
で
は
市
川
和
紙
技

術
研
究
会
の
指
導
で
、
手
漉
き
和

紙
の
卒
業
証
書
づ
く
り
を
行
い
ま

し
た
。

両
小
学
校
と
も
毎
年
恒
例
の
行

事
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
中
か
ら

未
来
の
匠
が
生
ま
れ
て
く
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

卒
業
記
念
に
伝
統

工
芸
を
⋯

▲慎重に慎重に…６年間の思い出を手漉きに込めて（１/25市川小）

▲名前に関連する一文字を彫りました（12/12六郷小　地場産業会館）



ク
ル
マ
社
会
と
言
わ
れ
る
現
在
、
自
動
車

事
故
が
頻
発
す
る
な
か
で
父
母
を
失
っ
た
子

ど
も
達
は
、
あ
る
日
突
然
「
交
通
遺
児
」
と

な
り
、
一
家
の
柱
を
失
っ
た
家
庭
に
と
っ
て

生
活
を
維
持
し
、
学
費
を
確
保
し
て
い
く
こ

と
は
決
し
て
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
交
通
遺
児
家
庭
の
生
活
基
盤

の
安
定
を
図
り
、
子
ど
も
達
の
明
る
い
将
来

を
保
証
す
る
た
め
に
交
通
遺
児
育
成
基
金
制

度
事
業
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
満
13
歳
未
満

の
加
入
遺
児
が
満
19
歳
に
達
す
る
ま
で
、
育

成
の
た
め
の
資
金
を
給
付
す
る
制
度
で
す
。

詳
し
く
は
⑲
交
通
遺
児
育
成
基
金
┒
０
１

２
０（
16
）３
６
１
１
ま
で
。

国
税
専
門
官
と
は
、
国
税
局
や
税
務
署
に

お
い
て
法
律
、経
済
、会
計
等
の
専
門
知
識
を

駆
使
し
、
適
正
・
公
平
な
課
税
を
維
持
、
租
税

収
入
を
確
保
す
る
た
め
の
事
務
を
行
い
ま
す
。

【
受
験
資
格
】
▼
昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
62
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

▼
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で

次
に
掲
げ
る
も
の

!
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
21
年
３
月

ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

"
人
事
院
が
前
項
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

【
申
込
書
交
付
】
２
月
１
日
⑥
〜
４
月
14
日
②

【
受
付
期
間
】
４
月
１
日
③
〜
４
月
14
日
②

【
試
験
日
】
▼
１
次
試
験
６
月
15
日
①

※
募
集
案
内
・
入
学
願
書
は
、
峡
南
教
育
事

務
所
（
鰍
沢
町
７
７
１
ー
２
）
ま
た
は
町
教

育
委
員
会
、
三
珠
支
所
・
六
郷
支
所
に
て
配

布
し
て
い
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】
峡
南
教
育
事
務

所
勧
学
院
西
八
代
学
園
担
当（
小
林
）┒

０
５

５
６（
22
）８
１
４
１

町
で
は
、「
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
西
八

代
」
に
勤
務
す
る
臨
時
訪
問
看
護
師
を
、
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
看
護
師

┰

若
干
名

【
応
募
要
件
】
看
護
師
資
格
・
３
年
以
上
の
経

験
・
運
転
免
許
を
有
す
る
方

【
応
募
方
法
】
履
歴
書
（
写
真
付
き
）、
有
資

格
免
許
の
写
し
、
健
康
診
断
書
を
提
出
。

【
募
集
期
間
】
３
月
３
日
②
〜
３
月
25
日
③

﹇
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
30
分
﹈

【
問
い
合
わ
せ
及
び
申
し
込
み
先
】「
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
西
八
代
」
市
川
三
郷
町
福

祉
保
健
総
合
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
┒
０
５
５

（
２
７
２
）
５
１
９
４

町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
臨
時
調
理

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
臨
時
調
理
員
▼
市
川
大
門
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
勤
務
２
人
▼
六
郷
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
勤
務
１
人

【
採
用
日
】
平
成
20
年
４
月
１
日

【
勤
務
時
間
】
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

【
待
遇
】
町
臨
時
職
員
取
扱
規
定
を
適
用

【
応
募
方
法
】
履
歴
書
（
写
真
付
）
、
健
康
診

断
書
を
提
出

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
、
面
接

【
受
付
期
間
】
３
月
３
日（
月
）
〜
３
月
17
日

（
月
）﹇
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
﹈

インフォメーション・お知らせ

【
申
し
込
み
・
問
合
せ
先
】
町
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
（
市
川
小
学
校
隣
）
┒
０
５
５

（
２
７
２
）
０
０
４
１

町
で
は
、
介
護
老
人
保
健
施
設
「
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
い
ち
か
わ
」
に
勤
務
す
る
臨
時
ま
た

は
パ
ー
ト
作
業
療
法
士
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
作
業
療
法
士

┰

１
人

【
応
募
要
件
】
作
業
療
法
士
資
格
を
有
す
る

方
（
新
卒
可
）

【
応
募
方
法
】
履
歴
書
（
写
真
付
き
）、
有
資

格
免
許
の
写
し
、
健
康
診
断
書
を
提
出
。

【
募
集
期
間
】
３
月
３
日
②
〜
３
月
25
日
③

﹇
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
30
分
﹈

【
問
い
合
わ
せ
及
び
申
し
込
み
先
】
介
護
老

人
保
健
施
設
「
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
い
ち
か
わ
」

市
川
三
郷
町
福
祉
保
健
総
合
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

内
┒
０
５
５（
２
７
２
）
５
１
２
１

「
楽
・
遊
・
学
」
三
役
揃
い
踏
み
、
こ
と
ぶ

き
勧
学
院
は
そ
ん
な
学
園
で
す
。
楽
し
く
学

ん
で
知
識
を
広
め
、
仲
間
と
の
輪（
和
）を
広

げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
募
集
期
間
】
３
月
末
日
ま
で
（
定
員
に
達

し
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

【
定
員
】
40
人
　

【
入
学
資
格
】
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
健
康
で

学
ぶ
意
欲
の
あ
る
方

交
通
遺
児
育
成
基
金
制
度
に
つ
い
て

財
団
法
人
　
交
通
遺
児
育
成
基
金

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
入
学
生
募
集

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院（
西
八
代
学
園
）
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臨
時
訪
問
看
護
職
員
募
集

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
西
八
代

臨
時
調
理
員
募
集町学

校
給
食
セ
ン
タ
ー

★
小
・
中
・
高
校
生
出
演
者
（
子
ど
も

ス
テ
ー
ジ
）

★
小
・
中
・
高
校
生
出
店
者（
子
ど
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）

★
企
画
・
運
営
に
あ
た
っ
て
下
さ

る
実
行
委
員

私
た
ち
と
一
緒
に
ふ
る
さ
と
市
川
三

郷
を
盛
り
上
げ
よ
う
！

■コンサート ■昔の遊びコーナー ■ほうとう無料配布
（数量限定） ■遊具コーナー ■市川三郷レンジャーネー
ミング発表＆表彰式
■子どもステージ（出演者募集！歌、踊り、お笑い、何
でもOK！）■子どもチャレンジショップフリーマーケッ
ト（出店者募集！）
【主催・問い合わせ】
地域支援ネットワーク六郷 ┒0556-32-2338（代表）

３月８日⑦
10時～14時

募 集 ！！

作
業
療
法
士
募
集

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
い
ち
か
わ

平
成
20
年
度
国
税
専
門
官
募
集

鰍
沢
税
務
署

つむぎの湯



■受付時間 午前診療科目┭AM８:00～11:30

午後診察科目┭下表参照

（土曜・日曜日・祝日の受付はありません）

市川三郷町立病院 ┒055-272-3000

■診察日時

●内科 月・金曜日（午前９時～正午、午後２時～５時）

◎火・水・木・土曜日（午前９時～正午）

※先月から火・木曜日の午後も内科は休診となります。

●整形外科　第２・４木曜日の午後からです。

※3/10②、３/15⑦は都合により休診します。

町営国民健康保険診療所┒055-272-7111

インフォメーション・お知らせ

■心配ごと相談
三珠地区19日④13:30～16:00三珠総合福祉センタ
ー相談室【問】町社協三珠支所┒055-272-2881
市川地区10日②13:30～16:00町福祉保健総合ステー
ション相談室【問】町社協市川支所┒055-272-4179
六郷地区10日②13:30～16:00町役場六郷支所２階和
室【問】町社協六郷支所┒0556-32-3847
■行政相談┭10日②14:00～16:00
【場所・問い合わせ】
三珠・市川地区 町役場本庁舎２階総務課庶務係┒
055-272-1102
六郷地区 町役場六郷支所庶務係┒0556-32-2111
■巡回児童相談所┭町いきいき健康課子育て支援係
┒0556-32-2114
■教育相談┭町教育委員会┒055-272-6093へ
■健康なんでも相談┭10日（月）13:30～３:00
三珠健康管理センター・六郷ふれあいセンター
【ふだんの相談は町いきいき健康課健康増進係へ┒0556-32-2114】

３月の各種相談窓口

※予定が変更になる場合があります。詳しくは、町立
病院へお問合せ下さい。

■予約、変更、取り消し等は、専用ダイヤル┒055-
272-5311まで［午後１時～４時（土・日、祝日を除く）］

■診療科目　午前診療科目：○　午後診療科目：◎
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▼
２
次
試
験
７
月
28
日
②
〜
７
月
31
日
⑤
の

う
ち
指
定
さ
れ
た
日

【
問
い
合
わ
せ
】
鰍
沢
税
務
署
総
務
課
０
５

５
６（
22
）３
１
９
１
（
内
線
12
）

市
川
三
郷
町
で
は
、
灯
油
な
ど
の
価
格
高

騰
に
よ
り
、
町
民
生
活
に
深
刻
な
影
響
が
出

て
い
る
こ
と
か
ら
、
在
宅
で
生
活
す
る
次
の

条
件
の
世
帯
を
対
象
に
灯
油
を
購
入
す
る
事

の
で
き
る
「
あ
っ
た
か
灯
油
券
」
３
０
０
０

円
分
を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
福
祉
目
的
で
積
み
立
て
て
い
る

「
ま
ご
こ
ろ
基
金
」
を
使
用
し
て
実
施
し
ま
す
。

平
成
19
年
中
に
本
町
に
転
入
し
た
方
で
、

次
の
対
象
世
帯
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
町
福

祉
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
対
象
世
帯
】

■
平
成
19
年
度
町
県
民
税
が
非
課
税
で
あ
る

世
帯
の
う
ち
　

▽
満
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ

れ
て
い
る
世
帯

▽
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
及
び
２
級
を
所

持
す
る
方
が
構
成
員
で
あ
る
世
帯

▽
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を
所

持
す
る
方
が
構
成
員
で
あ
る
世
帯

▽
療
育
手
帳
Ａ
判
定
を
所
持
す
る
方
が
構

成
員
で
あ
る
世
帯

■
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
助
成
対
象
世
帯

■
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

【
問
い
合
わ
せ
】
町
福
祉
支
援
課
福
祉
係
┒

０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
６

市
川
ア
カ
デ
ミ
ー

気
軽
に
行
講
座

３
月
13
日
⑤
午
後
７
時
30
分
〜

【
講
師
】
功
刀
貞
如

先
生（
定
林
寺
住
職
）

【
場
所
】
市
川
大
門
町
民
会
館
視
聴
覚
室

※
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

┒
０
５
５
（
２
７
２
）
６
０
９
４

ふ
る
さ
と
春
祭
り

第
11
回
「
ぼ
た
ん
の
花
ま
つ
り
」

イ
ベ
ン
ト
出
演
者
募
集

【
開
催
日
】
４
月
19
日
（
土
）
、
20
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【
会
場
】
歌
舞
伎
文
化
公
園
内

【
募
集
内
容
】
太
鼓
・
歌
謡
・
グ
ル
ー
プ

コ
ン
サ
ー
ト
等
の
出
演
募
集

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
選
考
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
応
募
締
切
】
３
月
11
日
（
火
）

【
申
し
込
み
及
び
問
合
せ
先
】
歌
舞
伎
文

化
公
園
管
理
事
務
所
┒
０
５
５（
２
７
２
）

５
５
０
０

中部横断自動車道相談窓口開設
中部横断自動車道の建設を進めるにあ

たり、地権者や沿線の皆様の疑問や心配
に対して「相談窓口」を開設しました。
【相談日・場所】
■毎月第１・３水曜日 午前９時～正午
┥本庁舎２階建設課にて
■毎月第２・４水曜日 午前９時～正午
┥町役場六郷支所

【問い合わせ】
町建設課公共土木係┒055-272-6090
町役場六郷支所┒0556-32-2111

あ
っ
た
か
灯
油
助
成
事
業
に
つ
い
て

町
福
祉
支
援
課
福
祉
係

演題
『
天
国
行
き
と

地
獄
行
き
』

●
国
民
健
康
保
険
税（
第
９
期
）

【
問
い
合
わ
せ
】
町
税
務
課
┒
０
５
５

（
２
７
２
）
１
１
０
４

(

口
座
振
替
の
方
は

口
座
の
残
高
確
認
を)

今月の納期
３月31日



平成20年度「いきいき・はつらつ貯筋教
室」は住民の皆さんが元気に自立して、自分
らしい生活ができるように「健康づくり」
と「介護予防」を目的にした教室です。
来年度の参加者を募集します。
ふるってご参加下さい！
【対象者】おおむね40歳以上

（若い方・男性の方、大歓迎！）
【場所】
■いきいきコース［初級・中級］
市川大門町民会館（対象：三珠・市川・高田地区）
大同地区公民館（対象：山保・大同地区）
六郷ふれあいセンター（対象：六郷地区）
■はつらつコース［上級］
三珠総合福祉センター（対象：全地区）
【講師】保健師・ニードスポーツセンター運動指導士
【会費】1回200円
【持ち物】上履き・フェイスタオル・飲み物
【申し込み締め切り】３月14日⑥まで
【問い合わせ・申し込み】「いきいき健康課健康増進
係」まで電話にて┒0556-32-2114

いきいき・はつらつ貯筋教室

健康相談に関する相談窓口
●峡南保健所┒0556（22）8155 ●県医務課┒055
（223）1480 ●県健康増進課┒055（223）1493 ●町
いきいき健康課（六郷庁舎）┒0556（32）2114 ●（株）
アスクテクニカ・総務課┒055（272）1151
住宅等の建材に関する相談窓口
●県峡南建設事務所┒055（240）4133 ●県建築指導
課　┒055（223）1734 ●町まちづくり推進室（本庁
舎）┒055（272）6090
アスベストを対象とした検査等その他の相談窓口
●（株）アスクテクニカ・総務課┒055（272）1151

アスベスト（石綿）問題に関する相談窓口

参
加
者
募
集
!!

子どもの急な病気・心配ごとに対する
相談は…
■小児救急電話相談 ┒♯8000（短縮ダイヤル）

ダイヤル回線からは┒055-226-3369へ

※小児医療に精通した看護師が、子どもの急な病気

に関する相談にのります。すぐに受診した方が良い

かの相談・助言が必要な場合はご利用下さい。

■急病時、通常の時間外での小児医の受診

小児初期救急医療センター┒055-226-3399

甲府市幸町１4-6 甲府市医師会救急医療センター内

休日・午前９時～午後７時（日曜、祝日、年末年始）

夜間・午後７時 ～ 翌朝７時（毎日）

※まずは電話相談をしてから受診して下さい。

■にこにこフォン　

本町では、安心して子育てができるよう24時間い

つでも相談できる相談窓口を開設しています。電話

番号は母子手帳を発行時にお知らせしています。

町の担当保健師が対応しますので、平日の午前8時

30分～午後５時30分は町いきいき健康課子育て支援

係までお問い合わせ下さい。

【場所】いずれも市川大門町民会館１階和室
■３回目　３月５日（水）午後１時30分～
【内容】お産の経過、お産のときの呼吸法
【持ち物】母子手帳、体操ができる服装、１回目で
使用したテキスト
■４回目　３月19日（水）午後１時30分～
【内容】子どもの育て方（沐浴指導、おむつのあて方）他
【持ち物】母子手帳、１回目で使用したテキスト

〜　母親学級 〜

■麻しん、風しん予防接種
【第２期対象者】５歳以上７歳未満の児で、小学校
入学前１年間の小児（年長児）
■二種混合（個別接種）
【対象者】平成７年４月２日～平成８年４月１日生
まれの児童（小学校６年生）
【接種期間】平成20年３月31日（月）まで
※接種を希望される方は、早めに接種しましょう。
※現在13歳未満の中学1年生で、昨年接種できなか
った児は公費で接種することができます。子育て支
援係までご連絡下さい。
■三種混合（ジフテリア百日せき破傷風混合ワクチ
ン）予防接種
三種混合１期初回（３回）の接種間隔が、３週間

～８週間の間隔をはずれてしまった場合には、定期
接種となりません。その場合は任意接種となり、予
防接種健康被害救済制度の対象外で、自己負担とな
ります。ご注意下さい。

〜　予防接種 〜

【日時】３月19日（水）午後１時30分～
【場所】市川大門町民会館１階和室
【対象】３ヶ月までの出生児とその母親
【内容】乳児と母親の健康チェック
【持ち物】母子手帳、バスタオル

〜　リリース教室 〜

～子育ての楽しさや悩みを話し合ってみませんか？～

14

市川大門地区の方を対象とした住民健診が５月
に行われます。
申し込みは３月６日（木）までです。
※すでに送付されている「住民健康診断申込書」
は、全員（受けない方も）提出をお願いします。
※三珠地区、六郷地区の方には後日申込書を送付
します。

平成20年度住民健康診断（市川地区）



待ち遠しかった春がいよいよやってきます。太

陽が輝き、花が咲き…。しかし花粉が元気に飛び

回る季節であり、杉や檜の花粉症の方にとっては

苦しい時季でもありますね。

花粉症は花粉と粘膜が接触して数分から数時間

で、くしゃみ、鼻水、鼻づまり、目のかゆみ、涙、

充血などの症状が現れます。アレルギー反応のひ

とつなので、今まで症状が現れなかった人でも、

誰でもなる可能性があります。風邪かなと思って

いると案外花粉症だったということもあるのです。

花粉症の特徴としては、風邪に比べて熱やのど

の痛みが少なく、鼻や目を中心に症状が現れ長引

きます。鼻や目だけの症状が2週間続くと、ほぼ

花粉症だといえます。

症状を少しでも和らげるには、抵抗力を高める

ために規則正しい生活が大切。そして何より花粉

を体内に取り込まないことです。花粉症予防の強

い味方！3点アイテムをご紹介します。

! 帽子 ┭ 全体につばのある帽子がお勧めです。

髪の長い人は小さく束ね、帽子の中に入れるなど

して髪が外気にふれないようにします。

" マスク ┭ 花粉の侵入を約半分に抑えられます。

顔にフィットするものを選びましょう！

# メガネやサングラス ┭ 目に入る花粉を半約分

に抑えることができます。

花粉が多く飛ぶ時間帯は地域によって多少異な

りますが、午前11時から午後5時頃です。外出時

は3点アイテムを活用し、帰宅したら花粉を家の

中に入れないようにすることが大切です。玄関で

花粉を払い落とし、上着

や帽子は玄関にかけてお

くのがベストです。家の

中に入ったら手洗い、洗

眼、うがい、そして洗顔

を日課にしましょう！

花粉に負けず、新しい1

年をスタートさせましょ

う！！　（保健師・山田）

『『 花花 粉粉 日日 和和 』』

健診や予防接種等の日程をお知らせします。
日時、会場等をご確認のうえ、お出かけ下さい。

いきいき健康課┒0556-32-2114

〜　乳児・幼児健診 〜

【とき・ところ】
◆３月４日③ 六郷ふれあいセンター
◆３月18日③ 市川大門町民会館１階保健室
◆４月８日③ 三珠健康管理センター
【受付時間】午前10時（時間厳守）
【持ち物】印鑑
※発行は原則として直接本人に限らせていただきます。
お急ぎ、都合の悪い方はお申し出下さい。

〜　母子手帳の発行 〜

対象地区以外の会場で、健診を希望される方は、「いきい
き健康課子育て支援係」までご連絡下さい。

■□■乳児健診(４・７・１０・１３ヵ月児)

【対象】平成19年２・５・８・11月の出生児

【受付時間】午後１時～１時30分

【持ち物】母子手帳、バスタオル

●三珠地区の方 ３月11日③ 三珠健康管理センター

●市川地区の方 ３月13日⑤市川大門町民会館１階和室

●六郷地区の方 上記のどちらかで健診して下さい。

■□■１歳６カ月児健診

【対象】平成18年７月～９月の出生児

【受付時間】午後１時～１時30分

【持ち物】母子手帳、普段使用の歯ブラシ、問診票

●六郷地区の方 ３月26日④ 六郷ふれあいセンター

■□■３歳児健診

【対象】平成16年11月～平成17年１月の出生児

【受付時間】午後１時～１時30分

【持ち物】母子手帳、普段使用の歯ブラシ、問診票、

尿スティック

●三珠・市川地区の方 ３月６日⑤市川大門町民会

館１階和室

●六郷地区の方 ３月26日④ 六郷ふれあいセンター

■□■５歳児健診

【対象】三珠地区 平成14年10月～平成15年３月の出生児
市川地区 平成14年12月～平成15年３月の出生児

【受付時間】午後１時～１時30分

【持ち物】母子手帳、問診票

●三珠地区の方 ３月４日③ 三珠健康管理センター

●市川地区の方 ３月14日⑥市川大門町民会館１階和室

15

【日時】３月25日（火）午前10時～午後２時
【場所】市川大門町民会館１階保健室
【内容】子どもの発達について、しつけ他
※予約制です。申し込みはいきいき健康課子育て支
援係まで

すくすく（幼児発達）相談会 ４月から開催会場や
実施回数が一部変わります
【主な変更点】
○母子手帳の発行を三珠地区でも行います。
○三珠地区の幼児健診は、市川大門町民会館にて　
市川地区と合同で行います。
※詳しくは平成20年度健康カレンダー、毎月の
広報でご確認下さい。



３月の開催日（日付順）
18日（火）三珠庁舎
26日（水）本庁舎
27日（木）六郷庁舎

総務課広聴広報係┒055-272-1101
三珠支所庶務係┒055-240-4153
六郷支所庶務係┒0556-32-2111

午前９時～正午

平
成
19
年
度
山
梨
県
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、
町
村
の
部
広

報
紙
部
門
で
最
優
秀
賞
！
県
下
町

村
を
対
象
に
し
た
組
写
真
の
部
で

も
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
さ
ん
の
応

援
の
お
陰
と
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。
し
か
も
広
報
紙
部
門
で
は

２
年
連
続
の
快
挙
。
こ
れ
か
ら
も

親
し
み
や
す
い
広
報
紙
作
り
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご

指
導
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

▼
そ
う
な
の
で
す
。担
当
に
な
っ

て
２
年
、つ
た
な
い
出
来
な
が
ら
運

良
く
連
続
し
て
賞
を
頂
き
ま
し
た
。

▼
こ
の
職
種
が
向
い
て
た
ん
で

し
ょ
う
か
。

▼
こ
の
職
に
就
い
て
正
解
だ
っ

た
で
す
ね
。

▼「
職
し
ょ
く
当
た
り
┃┃
」っ
て
ね

こ Ａこ

今
月
の
表
紙
「
表
門
神
社
一
之
酉
祭
典
」
神
楽

千
年
余
り
の
歴
史
を
誇
る
祭
典
で
、
盆
地
に
春
を
告

げ
る
お
祭
り
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
祭
典
で
は
地
元
の
神
楽
保
存
会
に
よ
っ
て

「
太
々
神
楽
十
四
座
」
と
呼
ば
れ
る
神
話
を
題
材
と
し

た
神
楽
、
同
神
社
氏
子
家
庭
の
小
学
６
年
生
女
子
が
天

皇
陛
下
の
御
製
に
宮
内
庁
楽
部
が
振
り
付
け
た
と
言
わ

れ
る
「
浦
安
の
舞
」
を
奉
納
し
ま
す
。

今
年
も
２
月
３
日
、
上
野
小
６
年
生
の
６
人
が
優
雅

な
舞
い
を
披
露
し
ま
し
た
。

練
習
は
約
２
週
間
続
け
た
そ
う
で
す
が
、
全
員
が

「
先
生
も
優
し
く
て
、
練
習
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

Ａ

春休み
映画会

「マリと子犬の物語」「Yes!プリキュア５

鏡の国の
ミラクル大冒険」

チケット（２本で）
前売り券　一般（高校生以上） 800円　子ども400円
当日券　　一般（高校生以上）1,000円　子ども500円
※小学生未満のお子さんは父兄同伴でお願いします。

これは、実話から生ま

れた、いのちの物語。

大切なものを守る強さ

と、家族の絆を描く感

動作。鏡の国を舞台に、ダークプリキュア

と戦っちゃう。パルミエ王国からや

ってきたココとナッツとともに力を

合わせて大活躍。

「マリと子犬の物語」（124分）
開場：午後12時30分　上映：午後１時

「Yes!プリキュア５鏡の国のミラクル大冒険」（70分）
開場：午後３時10分　上映：午後３時30分

歌舞伎文化公園ふるさと会館にて上映
【チケットのお求め・お問い合わせ】
歌舞伎文化公園管理事務所┒055-272-5500

中学になったら苦手な社
会と数学を頑張りたいと
丸山愛子ちゃん

中学から始まる英語が楽
しみだと語った末木里奈
ちゃん

中学では勉強を、特に数
学に力を入れたいと話し
てくれた渡邉結衣ちゃん

「将来は大好きなバレーの
選手になりたいです」と
小野圭奈子ちゃん

「子どもが大好きなので幼
稚園の先生になりたいで
す！」山村千遥ちゃん

鈴を鳴らす場面とか、か
わいい動作を見てほしい
という望月菜央ちゃん

「
狐
か
ら
金
の
玉
を
取
り
返
せ
て
よ
か
っ
た
で

す
」
と
語
っ
た
!?
手
力
男
命（
た
じ
か
ら
お
の
み
こ
と
）

（
太
々
神
楽
　
※
徴
魔
の
舞
）

今月は会場によって週が異なります。ご注意下さい！

※
徴
魔

ち
ょ
う
ま

の
舞

狐
が
姫
か
ら
略
奪
し
た
金
の
玉
を
、
手
力
男
命
が
取
り
返
し
姫

に
捧
げ
る
お
神
楽
。
狐
は
邪
心
を
表
し
、
金
の
玉
は
権
力
を
表

す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

町村の部広報紙部門最優秀賞・平成19
年７月号（写真右）と組写真の部優秀
賞・平成19年６月号（写真右）


